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気球塔載硬 X線撮像観測実験 NUSMIT には 2 台のスーパーミラーを搭載する。スーパーミラーの焦点面検
出器の一つとして、我々が独自に開発を進めている SD-CCD を搭載する。SD-CCD とは シンチレータを CCD
の裏面に直接蒸着、もしくは接着する検出器である。軟Ｘ線は CCD で直接吸収し、CCD を透過した硬Ｘ線は
シンチレータで吸収し、その放出光を CCD で検出することにより 0.1 keV から 100 keV までの広い帯域にわた
り、優れた解像度と優れた感度を有する光子計数可能なＸ線検出器である。硬Ｘ線に対して高解像度を得るため
には、シンチレータの放出光の広がりを極力抑える必要がある。そこで我々はシンチレータとして CsI(Tl) を選
択した。CsI(Tl) は無機シンチレータの中では最も放出光量が多いだけでなく、その結晶を柱状に成長させる技
術が確立している。柱状の結晶構造により放出光の横方向の広がりを抑えることができ、結果としてシンチレー
タを用いて 10µm というこれまでにない高い解像度が得られた。講演では、NUSMIT に搭載する SD-CCD の
詳細と、それに先立って行う単体での気球実験の詳細について報告する。


